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六
ニ 

(

ニ
ー
ニ
 

〇)

福
沢
論
吉
の
取
引
所
投
機
，
投
資
論

.
 

,
竹

豊

治

目

次
 

.

1
V

株
式
取
引
所
の
発
達
前
期
.

：

ニ
、
民
間
経
済
録
等
の
投
機
論

三
、「

米
商
論」

の
投
機
論 

•

四
、「

資
本
'の.
用
法」

.
の
鉄
道
投
資
論

五
、「

投
機
の
商
売」

と

「

尋
常
の
商
売」

論

:

一
、.
株

式

取

引

所

の

藤

達

前

期
，

’ 

.

明

治

一
〇
年
二
月
中
旬
か
ら
九
月
末
に
い
た
る
西
南
戦
争
を
麗
と
す
る
不
換
政
府
紙
幣
と
不
換
銀
行
券
の
増
発
は
、
洋
銀
の騰
貴
、
紙
幣
つ

P

”

、一
 

。
含

丨

こ

 

i

g

、
I

f

 
び 
I

ま
た
、
堂
島
米
商
会
所

(

明
治
九
年
九
月
ニ
晋
開
所)

、
免
町
米
商
会
所(

明
治
九
年

一

〇
月
ニ
晶
所)

.お

ょ

び

讓

町

米

商

会

所

(

明

治

九
年

一
 

〇
月
三
日
：
^

所)

の
米
穀
売
買
高
は
増
加
し
、
東
京
株
式
取
引
所

(

明
治
一
一
年
六
月
一
晶
所)

お
.
ょ
び
大
阪
株
式
取
引
所(

明
治
一
一
年
八
月
一
五

觀

日
開
所)

の
株
式
や
蠣
殼
町
米
商
会
所
.の
株
式
等
は
、

騰
勢
を
た
ど
っ
た
。

こ
の
投
機
的
活
況
に
つ
れ
て
取
引
所
場
外
の
不
正
取
引
や
場
内
の
秘 

密
取
引
等
の
悪
弊
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
投
機
と
悪
弊
を
と
も
な
っ
た
イ
ン
.
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
波
は
.
'
明
治
一
一
年
末
か
ら
一
四
年
秋
ま
で
約
三
力 

年
も
つ
.つ
-> 

た
米
商
会
所
等
の
商
品
取
弓
所
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
原
因
で
あ

っ
た
西
南
戦
争
勃
発
前
夜
に
生
ま
れ
、
東
京
と
大
阪
の
株 

式
取
引
所
は
こ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
•
ヨ
ン
が
激
化
す
る
前
夜
に
誕
生
し
た
.の
で
あ
る
。
.
そ
の
.後
、.
商
品
取
引
所
も
株
式
取
引
所
も
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ 

ヨ
ン
の
進
行
過
程
中
で
、.
投
機
的
嵐
に
帆
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
成
長
し
て
い
っ
た
。
か
よ
ぅ
な
投
機
的
近
況
は
、
あ
た
か
も
イ
ギ
リ
ス
の
一
七
ニ
3
 

年
の
南
海
泡
沫
事
件
に
現
わ
れ
た
.大
投
機
ブ
I

ム
と
そ
の
崩
壊
、
ア
メ
リ
力
に
お
け
る
合
衆
国
第
一
銀
行
の
設
立
と
ハ
.
ミ
ル
ト
ン
の

公

債

借

換

政

 

策
を
契
機
と
す
る
、

一
七
九
〇
年
初
秋
か
ら
九
ニ
年
半
ば
に
い
た
，る
大
篇
熱
に
西
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
投
機
的
原
始
蓄
積
の
役
割
を
は
た 

し
た
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
国
の
投
機
ブ
I

ム
は
、
偶
然
に
も
一
致
し
て
い
る
。

明
治
政
府
は
、
紙
幣
減
価
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
く
る
イ
ン
フ
レ
丨
シ
•

ヨ
ン
の
原
因
を
、
輸
入
超
過
に
よ
る
正
貨
の
流
出
と
、
こ
れ
に
.と
も
な
ぅ 

洋
銀
の
騰
貴
と
考
え
た
。
こ
れ
に
反
し
て
民
間
銀
行
は
、
正
貨
流3

3

を
き
た
す
根
本
原
因
を
不
換
紙
幣
の
増
発
に
あ
り
と
み
な
し
た
。
両
者
の
見 

解
は
対
立
す
る
に
い
た
っ
た
。
政
府
は
、
そ
の
見
解
に
も
と
づ
く
イ
ン
フ
レ
丨
シ
ヨ
ン
対
策
と
し
て
、
洋
銀
相
場
取
引
禁
止(

明
治 

一
二
年
二
月一 

晉

布

告)

、
'横
浜
洋
銀
取
引
所
の
新
設
.(

明
治 

一
ニ
年
三
月
一
〇
晶

業

)

に
よ
る
洋
銀
自
由
市
場
の
吸
収
、東
株
、
大
株
、
横
浜
取
引
所
.(

横
洪
洋
銀 

取
引
所
を
横
浜
取
引
所
と
改
称
、
明
治 

一
ニ
年
九
月
ー
ー
ニ
日
付
太
政
官
布
告
第
三
八
号
。
明
治
一
，三
年
九
月
一
：三
日
付
大
蔵
省
布
達
に
よ
り
横
浜
株
式
取
引
所
と
改 

称)

の
金
銀
貨
取
弓
の
停
止
.(

明
治1

三
年
四
月 

一
二
日)

と
解
除(

明
治
一
三
年
五
月
一
三
日)

、
j
米
商
会
所
の
取
引
停
止(

明
治
一
三
年
四
月 

一
二
日)

と 

再

開

(

明
治
一
三
年
八
月一

三
日)

:
な
ど
を
行
な
っ
た
が
効
果
は
な
か
っ
た
。

か
え
っ
て
明
治
一
三
年
の
横
浜
取
引
所
の
前

記

の

営

業

停

止

中

に

、
 

「

チ
キ
取
弓
卜
と
称
す
る
、
売
買
当
事
者
が
貸
借
し
合
っ
て
、
取
引
契
約
の
履
行
を
合
意
の
上
で
繰
延
べ
、

.そ
の
あ
い
だ
に
転
売
買
戾
し
て
差
令 

決
済
を
な
し
、
実
際
.の
受
渡
を
し
な
い
方
法
が
隆
盛
を
き
わ
め
た
。
こ
れ
は
、
た
だ
ち
に
東
京
、
大
阪
の
株
式
取
引
所
の
金
銀
貨
取
引
の
取
引
方 

法
に
波
及
し
た
。)

」

.
の

「

、チ
キ
取
引」

は
、
三
力
月
限
月
の「

定
期
取
引」

に
も
ま
し
て
投
機
的
な
も
'
の
で
あ
っ
た
。
' 

:

福
沢
諭
吉
の
取
引
所
投
機
•
投
資
論 

六U
1
(

ニ
ー
ニ
ー)

.



.投
機
の
盛
行
と
悪
弊
、
取
引
所
対
策
の
.
混
乱
を
随
伴
し
た
イ
ン
フ
レ
.

！

、ゾ
ヨ
：シ

.

の
.
抑
压
策
は
、.I

.

原
因
を
不
換
紙
隙
の
増
発
と
み
な
し
、
こ

れ
の
.根

源

を

赤

字

財

政

に

あ
り
と
考

え
I

方

正

義

の

大

蔵

卿

就

任

(

I

.

一. 
I

一.
〇

及
f

 0

て
効
果
を
奏
し
た
.の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

財
政
霊

■

よ
る
明
治
一
' 

五
年
？

八
年
ま
で
.

の
デ
.フ
レ
ム
ヨ
ン
に
よ

っ
て
、
，イ
ン
フ
レ
I

シ
3

は
終
熄
し
、.
反

動

期

が

お

と

ず

れ

，
こ

。

テ
フ
レ
丨
シ
ヨ
ン
政
策
は
取
引
所
政
策
の
上
に
も
あ
ら
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
租
税
収
入
増
加
の
た

め

の

明

治

一
六
年
実
施
の
取
引
仲
買
人
税

の

祈

設
、
同
一
.
五
年
の
仲
買
人
の
取
引
契
約
違
.
約
か
ら
生
じ
た
損
失
.に
た
い
し
て
取
引
所
が
囊

を

負

ぅ

ベ

身

「

強
制
担
保
制

ト

の

施

行

、

明

治

て

、

年
.三
月
六
日
の
取
引
所
市
場
內
外
の
不
正
取
引
に
端
を
発
畜
北
浜
、
堂
島
市
場
の
：仲
買
人
千
数
百
名
に
お
よ
ぶ
大
t

g

l

が
E

れ
こ
。

.

.
知

沢

論

吉

は
i

の
イ
ン
フ
レ
，丨
シ
ヨ
ン
期
之
終
媳
期
か
ら
.ニ
〇
年
代
末
ま
で
の
、
株
式
取
引
所
の
発
達
前
期
に
お
い
て
、
民
間
経
済
録
ち
、 

時
事
ぎ
報
.社
説
等
を
通
じ
て
、
投
機
と
.
投
資
に
つ
い
て
の
所
見
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

T

.)

 

一̂

照̂

^

？
?

3

/0

本
金f

史」

第
一
巻
、
六
ニ
頁
、
高
垣
寅
次
I

、「

大
I

信
と
維
新
後
の
銀
行
制
度」

、
大
喂
研
究
第
六
輯
、
一
A 

,

も

頁

I

フ/

議」

、
大

娶

書

、
第
三
,

A

一
 

八
、
金
銀
価
ノ
昂
貴
ノ
. 

I

I

?

ア
ラ
ス
シ
テ
L

銀

「

描

1
他

各

開

港

に

於

て

，、

.，従
来
慣
用
致
居
鐘
馨
銀
は
、
其
価
格
常
に
輸
出
入
多
寡
に

.従

..
て
昂

f

、
曾
て

i
の
価
格

I
、

多
ノ
迅 

.

2

|ぽ
来

3
は
.、」

.
1̂1
を
俟
た
す

|

.
昨
冬
以
来
其
価

i
 く
騰
貴
の
一
方
に
赴
き
、
現
今
に

f

g

iil
il
H

i

^

Ill
w
 

u 

t
に
通
常
餘
入
の
不
平
均
よ
り
生
ず
る
価
格
な
れ
ば
、
決
し
で
如
此
騰
貴
に
至
ら
さ
；

<?

へ
き
は

' 
開
港
以
来
実
地
ひ
経
験
こ
妇
て

>

?

；

相
炉
取
弓
の
致
す
ず
に
有
之
.、'
現
今
に
至
り
て
は
旧
来
洋
銀
に
関
係
め
商
估
独
り
之
が
取
引
を
為
す
の
み
な
ら
ず
、
傭
丁

 
I

ぶ
の

如
き
一
玉 

:

.
謂

「

パ
，
一.
ッ
ク」

！

も
の
を
我
固
i

出
し
来
ら
ん
と
す
。
I

し
て
若
し
何
分
I

I

さ
す
之
を
不
治

一
る
を
タ
ら
す
実
に
寒
心
の
至
に
不
も
候
依
て
勘
考
候
に
、
右
は
全
く
公
許
設
立
の
取
引
所
な
く
人
民
随
意
に
之
が
取
引
を
な
し
、
一
も
.
法
制
の
■
約
を 

る
に
よ
り
、.

I

前
条
の
如
き
流
？

陥

り

篇

と

存

簡

、
此
I

急
横
浜
に
於
て
、
洋
銀
取
引
所
一
箇
所
昆0
儀
御
許
可
相
產
，、
然
る
に
於 

W

厳
に
I

引
£

際
を
監
督
し
、
決
し
て
前
条
の
如
き
空
相
場
取
引
を
な
さ
し
め
す
、
随
て
其
天
然
の
価
格
に
復
せ
し
む
る
を
得
へ
：き
は
、
是
迄
米
商
会 

所
丨
株
式
取
弓
^

の
実
験
に
於
て
毫
も
疑
を
容
れ
さ
る
儀
に
有
之
、，
且
つ
此
他
救
済
の
方
法
に
於
て
は
既
に
考
察

も
有
之
、
追
て
可
相
伺
候
へ
共
、
差

.̂

き
右 

取
弓
所
ほ
立
の
儀
は
目
下
緊
急
の
件
と
存
候
に
付
、
.
至
急
御
I

相
成
候
様
致
度
、
.尤
も
取
引
の
方
法
に
於
て
は
固
よ
り
株
式
取
引
と
更
I

異
無
之
繁
、
 

通
街
告
相
產
御
布
告
案
相
添
此
段
相
篇
也

」
(

原
震
雄

著

「

横
隱
港
当
時
之
貿
易
状
態
粒
洋
銀
相
場
.取
引
之
沿
革」

ニ
五
丄
ハ
頁
。

大
王 

三
年
調
啬
留
第
六
回
報
告
、
東
贲
高
等
商
業
学
校
刊

>、
小
谷
勝
重
著「

日
本
取
引
所
法
制
史
論」

ニ
六
八
頁
。

.

1)

、
こ
の
大
弾
庄
は
、
そ
の
理
曲
は
と
も
か
く
：、
明
治v

官
僚
政
府
の
性
格
を
示
す
典
型
的
な
も
の
の
：一
つ
で
あ
っ

た

。

直

接

原

因

と

な
っ
た
法
的
根
拠
は
、

,以
治
ー
三
年
四
月
一
五
日
付
太
政
官
布
告
第
二
一 

号

の「

米
商
会
所
条
例
中
改
正」

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
九
条
第
二
節
は
、
条
例
に
遠
反
し
た

た

も

の

に

は

.違

反

者

に

利

し

た

一〇
円
以
上
ニ

〇
〇
円
以
下
の
罰
金
の
全
部
を
給
す
、
と
定
め
て
い
た
。
S

稜
威
雄
著
、
前
掲
書
、
四
一
頁
、
 

づ
谷
勝
1 1

著

、
前

掲
書
、'
三
|

ー
ニ
頁
参
照)

 

.

た

ほ
H

い
て
、
こ
の
懸
賞
密
告
制
度
に
よ
っ
て
密
告
す
る
者
が
あ
っ
た
.

©

で
、
濯
一
六
年
三
月
六
日
、
中
央
の
密
令
を
仰
い
だ
大
阪
府
警
察
部
長 

.

-

K

f
 

§

奮
に
し
た
が
い
、「

午
前
ニ
時
一
五
分
を
期
し
て
堂
島
寄
場
と
株
式
取
引
所
を
襲
ひ
多
く
の
人
を
拘
引」

し
た
。「

仔
細
を
聞
ぐ
に
予
て
両
1
 

に
も
反
B

人
の
為
る
見
込
を
以
て
、
同
日
は
警
馨
一
般
巡
査
の
休
暇
を
廃
し
、
午
前
九
時
頃
各
署
よ
り
正
務
巡
靈
ニ
〇
名
，
偵
邏
四
〇
名

都

宾

〇
名
と
外 

に
夥
多
の
警
f

交
り
、
風
体
を
変
へ
て
両
所
の
近
傍
に
配
置
し
：
期
し
た
る
時
刻
.に
相
図
'の
鐘
を
打
づ
と
、
等
し
く
一 

時
に
近
寄
っ
て
関
係
の
有
無
に
関
は 

i;
l

場
に
居
合
は
す
も
の
を
残
ら
ず
押
へ
て
、
予
め
用
意
し
あ
る
十f

艘
の
船
に
積
み
、
旧
本
田
治
安
裁
判
所
を
指
し
て
差
送
ら
れ
、
各
商
店
の
霞
簿 

搔
淡
へ
て
^
:
^
ら

れ

し

が

主

人

悉

頭

丁

稚

、
通
行
人
等
の
差
別
な
く
、
典
場
に
在
り
.あ
は
す
者
一
旦
兎
に
角
拘
引
し
去
ら
れ
し
故
、

其
人
数
は 

幾
百
人
な
る
を
知
ら
ず
、
之
が
為
め
両
所
と
も
一
時
の
.
混
雑
は
実
に
名
状
す
ベ
か
ら
ざ
り
し
と
。
'

:…

•

又
同
時
に
京
都
、
兵
庫
に
も
網
が
下
り
た
り
と
の
S

 

•

パ
れ
と
未
だ
.
判
然
せ
ず」

(

旧
大
阪
新
聞—

朝
日
新
聞
、
明
治
一
六
年
三
月
七
日
。'「

大
株
五
〇
年
史」

一
九
頁
、
昭
和
三
年
、
大
阪
株
式
取
引
所
刊
所
収)

■

ニ
、
民
間
経
済
録
等
の
投
機
論
：

福
沢
論
吉
は
、
ィ
シ
フ
レ
丨
シ
ョ
ン
が
昂
進
し
は
じ
め
よ
ぅ
と
し
て
い
た
明
治
一
-
一
年
一
一
一月
に
刊
行
さ
れ
た「

民
間
経
済
録
初
編」

に
お
い 

て
‘

ま

ず

「

物
の
假
は
其
物
を
作
出
し
又
は
之
を
運
輸
す
.
る
た
め
に
用
い
る
骨
折
.
の
代
と
知
る
可
3

」

と
述
べ
、
と
き
に
漁
獲
量
の
多
少
が
あ
づ 

福
沢
論
吉
の
取
引
所
投
機
•
投
資
論 

六

五

(

一
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ニ
ー
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六

六
a

H

m)

て

も

、「
之

を

，
ー
月

「

に
'¥

均
し
又
.
1
.年
に
乎
均
す
れ
.ば
フ
.同
じ
道
具
.を
以
て
同
じ
海
 ̂

物
の
価
は
比 

平
构
の
骨
折
を
以
て
定
む
る
も
の
な
る
が
故
に
、：
矢
張
り
骨
折
の
代
と
云
は
ざ
る
-を
得
ず」

.

と
て
"

平
時
的
労
働
が
.'-
1
物
の
価」

，を
定
め
る
こ
と 

を
論
じ
た
後
に
、
物
々
交
換
は
開
け
た
世
の
中
で
は
行
わ
れ
る
も
の
で
な
い
。
そ
れ
で
品
物
交
易
の
媒
介
と
し
て
-.
金
銀
銅
の
地
金
を
四
角
に
切 

り
又
は
円
く
形
を
作
り
て」
こ
れ
を
用
い
る
の
へ
が「

通
用
貨
幣」

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

r

金
銀
は
食
物
に
も
な
ら
ず
、
又
こ
れ
を
着 

て
寒
暑
を
防
ぐ
こ
■と
も
出
来」
.
'な
：い
の
に
：、
こ
：れ
を
人
に
渡
す
.と
そ
の
代
り
に
入
用
の
品
.が
得
ら
れ
る
の
は
何
故
か
と
，..い
'え
.ば
、
そ

れ

は「

金
货 

を
山
よ
り
掘
出
し
て
貨
幣
に
造
る
ま
で
は
大
に
骨
.折
を
費
.し
'
で
手
間
の
掛
り
た
る
も
の
な
れ
ば
な(

り)

.

」

と
て
金
銀
：の
採
掘
加
ら
貨
幣
铸
造
ま
で
の

■ 

-■ 

.

.

.

.

. 

.

.

.
V
I 

.

労
働
が
、
入
用
の
ロ
pH

物
の
労
働
と
等
し
い
か
ら
、
金
銀
の
':
3
1用
貨
幣
と
他
の
品
物
と
が
交
換
，さ
.ル
る
こ
.
と
を
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
：通
用
.貨
幣
を
目
安
に
^

て
.

て
、
品
物
や
官
員
の
月
給
や
給
料
等
の
価
を
定
め
..た
物
価
に
は
変
動
が
あ
る
。
こ
の
変
化
の
原
因
の
第
一
則
は
、
 

供
給
で
あ
っ
て
"

「

品
物
潤
沢
す
れ
ば
物
価
下
り
，
品
物
払
底
な
れ
ば
物
価
h

一
る)」

こ
と
で
.あ
る
。
第
1
7則
は
需
要
.で
あ
っ
て
、

す
な
わ
ち「

品 

物
の
潤
沢
す
る
と
払
底
な
る
と
.
.に
拘
.は
ら
ず
、.
世
間
の
，人
に
之
を
所
望
す
る
，者
の
多
き
，と
少
な
き
と
.
に
由
て
物
価
の
高
下
す
.る
こ
と
あ
り」

と
い 

ぅ
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
物
価
変
動
の
需
給
法
則
は
、.
為
替
相
場
、
.
洋
銀
相
場
お
よ
び
空
米
相
場
の
変
動
に
貫
徹
す
る
法
則
な
の
で
あ
る
。
こ
れ 

を
つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
論
じ
て
い
る
。

.

• 

• 

.

-

「

為
替
の
相
場
も
亦
こ
の
道
理
な
り
。
譬
へ
ば
商
売
取
引
.の
模
様
に
.由
で
，、
東
京
よ
り
大
阪
へ
金
.を
送
ら
ん
と
所
望
す
る
者
多
け
れ
ば
.東
京
の
為 

替
高
く
、

之
に
反
す
れ
ば
大
阪
の
為
替
！！间
し
。

又
横
浜
に
て
輸
出
品
多
け
れ
ば
洋
銀
の
相
場
下
落
す
る
を
常
と
す
0

品
物
代
を
洋
銀
に
て
受
取 

り
、
其
洋
銀
.は
内
国
に
通
用
せ
ざ
る
を
以
て
之
を
日
本
の
.通
用
貨
幣
，に
両
替
へ
せ
ん
こ
と
を
所
望
す
る
者
多
き
が
故
に
、.

斯
く
下
落
す
る
な
り
。
 

侮
年
七
、
八
月
の
頃
よ
り
洋
銀
の
下
落
す
る
は
生
糸
輸
出
の
為
な
ら
ん
。
：

.： 

:
 

空
相
場
す
る
恶
者
が
大
金
を
用
意
し
て
勝
利
を
得
る
こ
と
あ
り
。
譬
へ
ば
、
.相
場
の
会
所
に
て
無
暗
に
米
を
買
人
ば
、
世
間
に
行
は
る
る
実
の 

米
価
に
拘
は
ら
ず
、
会
所
に
て
は
ー
時
米
を
所
望
す
る
者
多
き
姿
.に
し
て
、
之
が
為
に
相
場
を
'引
上
げ
ざ
る
を
-#

ず
。
売
方
の
者
よ
く
其
策
を
推

置
し
て
承
知
の
こ
と
な
れ
ば
、
亦
世
間
の
相
場
に
拘
は
ら
ず

し

て

無
暗
に
売
込
み
、
互
に
相
争
う
て
一
方
は
相
場
を
買
上
げ
ん
と

し

、

一
方
は
之 

を
売
下
げ
ん
と
し
ih
l
:
:る
所
は
元
金
多
少
の
争
に
し
て
.

金
力
の
^

き
者
が
弱
き
者
を
稳
じ
伏
す
る
こ
と
と
は
為
る
も
.の
な
り
。
之
を
相
湯
の
言 

葉
.に
て
腰
の
強
弱
と
い
ふ)

。

つ
い
で
こ
の「

空
米
相
場
す
る
恶
者」

を
攻
撃
し
て
、「

相
場
は
博
奕
同
様
に
し
て
、

何
程
に
勝
敗
あ
る
も
之
が
為
に
一
粒
の
米
を
生
ず
る
に 

ョ
づ
礼
々
人
の
損
を
以
て
己
が
得
と
為
し
、
人
の
愁
歎
を
以
て
己
が
快
楽
と
為
す
者
な
れ
ば
、
之
を
紙
に
記
す
も
不
本
意
な
れ
ど
も
、
爰
に
は 

唯
物
価
高
下
の
一
例
に
示
し
た
る
の
み」

と
結
ん
で
い
る
。

ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
昂
進
中
の
明
治
一
三
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た「

民
間
経
済
録」

.

ニ
編
で
は
、
銀
行
ま
た
は
会
社
の
役
員
が
投
機
に
従
辦 

す
る
こ
と
を
戒
め
、
ィ
ン
フ
レ
丨
シ
ョ
ン
時
に
お
け
る
か
か
る
傾
向
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
時
の
霧
を
論
じ
て
、
限
月
売
買
と
称
す
る 

も

の

が

議

一の
最
も
甚
し
い
も
の
で
博
突
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
国
法
で
許
し
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
山
師
の
仲
間
が
_
し
合
し
て
勝
負 

を
決
す
る
こ
と
は
妨
げ
な
し

投
機
相
場
め
業
に
従
事
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
人
の
心
得
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
損
を
し
よ
う
と
利
益
を
お
さ 

め
よ
う
と「

自
業
，栏
得
勝
手
次
第」

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
空
売
買
€»
-

投
機
は
、
そ
う
い
う
者
に
さ
せ
て
お
け
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
銀
行
や 

会
社
の
従
業
員
は
こ
れ
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
、
:>

い
う
趣
旨
を
説
い
て
い%

)
。

招

沢

は

右
^I

み
ら
れ
る
よ
う
に
霞
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
商
獲
機
と
株
式
投
機
と
を
区
別
し
て
論
じ
て
い
な
い
。
攻
撃
の
対
象
に
な 

っ
て
い
る
の
は
商
品
投
機
、
と
く
に
米
相
場
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
に
お
い
て
、
米
相
場
©

廳

が

は

げ

し

く

、
ま
た
設
立
ま
も
な
い 

株
式
取
弓
所Q

上
場
株
式
に
た
い
す
る
世
人
の
な
じ
み
が
少
な
く
、
投
機
に
手
を
出
す
者
の
多

く

が

，

米

相

場

の

靈
.に

関

係

し

.た

事

実

に

よ

る 

も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
株
式
取
引
所
に
上
場
さ
れ
た
も
の
は
、
東
京
と
大
阪
の
株
式
艰
引
所
株
、
.
米
商
会
所
雅
、
ニ
、
三
の
銀
行
株
に
す
ぎ 

ず
、
.
ー
锻
T

業
会
社
は
,'
'

ほ
と
ん
ど
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
.の
で
あ
る
。

'

し
か
し
福
沢
が「

銀
行
に
，最
第
ー
の
禁
物
は
投
機
の
商
売
是
な(

M」

と
い
っ
.
て
、と
く
に
銀
行
を
と
り
あ
げ
て
'い
る
の
は
、銀
行
が
そ
の
頃
の
株 

福
沢
論
吉
の
取
引
所
投
機
I

論

■ 

.六

七

(

ニ
ー
ニ
五)



式
会
社
形
態
の
代
表
的
な
も

.

の
と
考
え
ら
れ
て
.い
.
た
だ
け
で
な
く
、.
一
 

部
の
銀
行
役
員
に
投
機
を
^

!
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
福
沢
に 

.
よ
れ
ば
、':
'
.銀
行
と
は「

世
に
信
仰
を
取
り
て
大
丈
夫
と
呼
ば
る
X

人
物
が
発
起
し
て
一
社
を
設
立
し
、
'普
ね
く
世
人
の
手
に
あ
り
て
余
る
莶
金
を 

一
所
に
集
め
て
以
て
商
工
の
便
利
を
達
す
。
之
を
銀
行
と
云
ふ」

の
で
あ
る
,0

す
な
わ
ち
、
銀
行
は
遊
休
資
金
を
社
会
的
に
吸
収
し
、
商
工
業
に 

融
資
す
る
機
関
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
公
共
的
職
能
を
は
次
す「

銀
行
又
は
諸
会
社
の
役
員
の
如
き
は
、
他
人
の
財
を
托
せ
ら
れ
た 

る
特
別
の
責
任
あ
る
者
な
れ
ば
、
仮
令
ひ
此
業

(

投
機
相
場
.の
業
の
こ
と
丨
-
筆
者
注)

を
天
下
の
美
事
な
り
と
放
言
す
る
も
、

之
を
pi

実
に
設
け

(

9)

て
直
ち
に
因
か
ら
従
事
せ
ん
と
す
る
の 

一'
段
に
至
っ
て
は
、
其
特
別
の
職
分
に
対
し
て
決
し
て
許
す
可
ら
ざ
る
な
り」

と
戒
め
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
明
治
一
五
年
三
月
の
時
事
新
報
社
説
の「

通
貨
論」

：
で
は
、
イ
ン
フ
レ
I

シ
ヨ
ン
の
結
果
!'
'

紙
幣
が
減
価
し
、
金
銀
貨
幣
が
騰
貴
し
た 

堪
樊
を
、
銀
貨
.一
円
平
均
相
場
が
明
治
一 
'〇
年

に一

円
〇
三
銭
四
厘
で
あ
っ
た
の
に
、
明
治 

一
二
年
に
'
円
ニ
一
.
銭
一
厘
、
明
治
一
四
年
に
一
円 

六
九
銭
六
厘
等
と
な
っ
た
統
計
を
記
し
た
後
、「
紙
幣
の
昂
低
今
の
如
く
し
て
は
、

利
を
重
ん
ず
る
の
商
人
に
し
て
如
何
で
か
投
機
の
念
を
起
さ 

ざ
ら
ん
や
。
辛
苦
百
年
錙
朱
の
塵
を
積
て
糊
口
を
謀
る
よ
り
一
朝
の
；投
機
濡
手
粟
を
摑
む
の
愉
快
に
若
か
ず
と
て
、
彼
の
相
場
所
に
群
集
す
る
者 

は
、
西
よ
り
東
よ
り
南
よ
り
北
よ
り
、
来
て
之
を
摑
む
あ
り
、
奪
は
れ
て
復
去
る
あ
り
、
何
の
余
暇
あ
り
て
尋
常
の
営
業
を
事
と
せ
ん
，机」

と 

て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
.
も
.
た
ら
す
金
銀
投
機
の
弊
を
論
じ
て
い
る
。
福
沢
に
よ
れ
ば
、
横
浜
洋
銀
取
引
所
や
東
京
、
大
阪
の
株
式
取
引
所
の 

金
銀
貨
取
引
に
群
集
が
集
散
す
る
の
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
結
果
.で
あ
っ
て
、
金
銀
貨
幣
昂
騰
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
起
す
の
で
は
な
か 

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
影
響
は
投
機
者
だ
け
で
は
な
い
。
諸
開
港
で
質
易
に
従
事
す
る
普
通
の
商
人
で
も
、
そ
の
貿
易
の
媒
介
で
あ
り 

標
準
で
あ
る
銀
貨
紙
幣
の
変
化
が
甚
し
く
な
る
と
、
売
買
の
損
益
を
預
算
す
る
こ
と
が
容
I

で
な
い
。
売
っ
て
五
分
の
利
益
を
得
て
も
、
通
貨
の 

昂
低
が
一
割
で
あ
れ
ば
、
五
分
の
利
益
を
得
て
一
割
を
損
し
て
、
勝
利
と
敗
北
と
同
時
に
来
り
て
、
実
際
は
五
分
の
損
失
に
.
な
る
o'
こ
の
よ
う
に 

説
い
た
後
に
、「

尋
常
の
商
人
は
素
よ
り
投
機
の
念
な
く
又
こ
れ
を
好
む
に
非
ず
、

勉
め
て
之
を
避
け
ん
と
こ
.
そ
思
へ
ど
も
、

如
何
せ
ん
、
売
買

の
傍
に
通
貨
昂
低
の
機
を
察
す
る
に
非
ざ
れ
ば
商
売
の
社
会
中
に
立
.つ
可
ら
ず
。
恰
も
一
身
に
し
.て
ニ
様
の
心
を
労
す
る
者
と
云
ふ
可
し
。
可
を 

以
て
全
国
商
盛
の
盛
大
を
望
む
可
け
ん
や」

と
イ
ン
フ
レ
ー
.シ
•ヨ
ン
を
攻
撃
し
た
。

.
：

_ 

.

.

.

.

.

.

か
か
る
弊
害
の
あ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
.
ヨ
シ
の
根
本
は
何
な
の
か
。.「

畢
竟
其
本
を
尋
れ
ば
、

紙
幣
の
：発
行
其
度
に
過
ぎ
た
る
も
の
歟
、

或
は
之 

を
交
換
せ
ざ
る
が
為
に
然
る
も
の
歟
、
其
責
任
は
政
府
に
在
り
と
云
は
ざ
る
を
亂
^

」

と
断
じ
た
。
.不
換
紙
幣
の
過
当
な
増
発
と
こ
れ
を
許
し
た 

政
府
は
、
責
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
福
沢
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
結
果
で
あ
る
金
銀
貨
投
機
を
抑
压
す 

る
の
は
、
原
因
と
結
衆
を
逆
倒
す
る
も
の
で
あ
る
。
不
換
紙
幣
の
整
理
こ
そ
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
対
策
の
根
本
で
あ
.っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が 

っ
て
政
府
が
明
治
四
年
五
月
の
布
告
で
、「

実
に
今
日
に
在
，て
紙
幣
の
価
値
を
旧
に
復
し
て
精
良
の
.
金
銀
貨
と
ー
様
な
ら
し
む
る
に
非
ず
ん
.ば
富 

国
の
基
立
つ
可
ら
ざ
る
な
り
。…

…

是
れ
政
府
の
責
任
に
し
て
然
も
燃
眉
の
急
'̂

た
い(」

1)

と
述
べ
た
こ
と
を
引
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
が
こ 

の
布
告
の
ょ
ぅ
に
政
策
を
実
行
し
て
い
な
い
矛
盾
を
衝
き
、「

実
に
通
貨
の
処
分
は
全
ぐ
政
府
の
全
権
に
存
す
る
こ
と
に
し
て
眉
を
燃
く
の
急
な 

れ
ば
、

一
日
も
怠
ら
ず
し
て
着
手
す
べ
き
こ
と
な
り」

と
診
断
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
説
が
発
表
さ
れ
た
明
治
一
五
年
三
月
に
は
、
大
蔵
卿
松 

方
正
義
の
紙
幣
整
理
と
則
政
改
善
策
が
そ
の
緒
に
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
.福
沢
■は
、
投
機
盛
行
の
根
本
を
絶
つ
松
方
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
抑 

制
策
を
激
励
し
た
わ
け
で
あ
る
。

(

1)

福
沢
論
吉
全
集
'

第
四
巻
、
三
〇
六
頁
、
昭
和
三
四
年
、
岩
波
書
店
刊
。

(

2)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
三
ニ
〇
丄

頁

。
 

'

(

3)

前
掲
、
.福
沢
論
吉
全
集
、
三
ニ
三
I

五
頁
。
 

■

(

4)

前
掲
、
福
沢
論
告
全
集
、
三
ニ
六
頁
。

?

)

同
上
。

.

(

6)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
三
六 

一
I

三
頁0 

7

)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
三
六
一
頁
。

.

(

8)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
三
六
〇
頁
。
 

.

福
沢
論
吉
の
取
引
所
投
機
•
投
資
論

六

九

(

ニ
ー
ニ
七

)



/*^N

14 13 12 1110 9
、一ノ 、、ノ 、一ノ 、ーメ 、ノ

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集r

三六
！：

一
一
頁
。

福
沢
論
吉
全
集
'

第
八
巻
、
.
四
ニ
頁
、
昭
和
三
五
年
、.
岩
波
書
店
刊
。
 

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
：
四
ニー

三
頁
9 

前
掲
、.
福
沢
諭
吉
全
集
、
四
三
頁
。

同
上
。： 

，

.

同
上
。
.
ノ 

■.
.

.

.

三
、「

米
商
論」

の
投
機
論

.

政

府

は
•
明
治
ニ
〇
年
の
取
弓
所
条
例
：

(
い
わ
ゆ
.る
ブ
ー
ル
ス
条
例)

で
、
株
式
会
社
組
織
取
引
所
.を
廃
し
て
会
員
組
織
と
な
し
、
仲
買
人
の
自 

己
取
引
と
委
託
取
引
と
を
区
別
し
、
投
機
的
な
定
期
取
引
を
実
物
取
引
化
し
て
、
投
機
©

弊
害
を
璧
に
取
締
り
、
直
取
引
所
と
株
式
取
引
所 

と
を
一
括
し
て
同|

法
律
で
規
制
し
よ
う
と
し
た
。
.ロ
イ
ス
レ
ル
の
起
草
し
た
甚
だ
画
期
的
な
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ッ
の
株
式
取
引
所
機
構
を
折 

衷
し
た
よ
う
な
こ
の
条
例
を
め
ぐ
っ
て
、

世
上
の
議
論
が
や
咖
ま
し
か
っ
た
明
治
ニ
三
年
四
月
、
^

趴
論
吉
は「

米
商
論」

を
発
表
し
た
。

福
沢
は
ブ
ー
ル
ス
条
例
を
批
評
し
て
、「

政
府
の
筋
に
て
は
米
価
の
騰
貴
を
防
ぐ
の
手
段
と
し
て
米
商
会
所
の
運
動
を
窮
屈
に
せ
ん
こ
と
を
欲 

し
フ
ー
ル
ス
法
に
基
き
て
様
々
の
規
則
を
作
り
、
商
人
等
を
し
て
米
商
売
の
煩
は
し
き
に
堪
へ
ざ
ら
し
め
、
自
然
に
米
を
去
て
公
債
証
書
株
式 

の
投
機
売
買
に
赴
か
し
め
ん
と
の
.説
あ
り
と
云
ふ
。
果
し
て
然
ら
ば
其
筋
に
て
は
ブ
I

ル
ス
法
を
利
用
し
て
米
商
麻
痺
の
効
を
収
め
ん
と
す
る
も 

の
に
し
て
、
此
法
の
商
売
取
引
に
不
便
利
な
り
と
の
事
は
政
府
自
か
ら
表
白
し
て
明
な
'
り)」

と
述
べ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
こ
と
ま
で
し
て
計 

略
を
用
い
な
く
て
も
、
米
商
を
不
麗
に
し
た
い
な
ら
ば
、
簡
単
に
米
商
会
所
の
税
率
を
引
上
げ
れ
ば
、
幽

の

米

商

会

所

は

即

日

に

讓

し
、
. 

公
然
た
る
米
相
場
は
跡
を
絶
つ
は
ず
で
あ
る
、
と
て
逆
説
的
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
策
を
用
い
な
い
で
、
隠
然
の
間
に
不
便
利
な
作
法 

を
作
っ
て
，
米
の
売
買
を
自
然
に
沈
睡
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、
近
頃
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
柄
で
あ
る
。
尤
も

従

来

の

r

ブ
ー
ル
ス
法
の

実
地
に
不
適
当
に
し
て
商
民
保
護
の
旨
に
非
ず
と
.
の
次
第
は
時
事
新
報
の
毎
度
論
ず
る
所
な
り
し
が
、.
本
文
の
説
を
伝
聞
す
れ
ば
政
府
の
筋
に
て

も
今
は
既
に
我
等
ど
所
見
を
同
ふ
す
る
も
の
の
如
し
.、
唯
其
筋
に
：て
は
之
.を
利
用
し
て
商
売
を
鈍
く
せ
ん
と
し
、
我
輩
は
民
利
を
重
ん
じ
て
不
便

(

2)

の
法
を
除
か
ん
と
欲
ず
る
の
相
違
あ
る
の
み」

で
あ
る
.とV

、 '

論
評
の
趣
旨
を
明
'ら
Iか
.
に
し
て
い
る
。

.

さ
ら
に
つ
づ
け
て
福
沢
は
、.
.政

府

が「

商
人
の
投
機
を
咎
'む
る
に
は
非
ざ
れ
ど
も
、
等
し
く
博
奕
す
る
な
•ら
ば
.、

其

博

奕

の)^
-
子

と

し

て

公

債
 

証
書
竝
に
株
式
を
弄
ぶ
可
し
：と
云
ふ
に
至
'り
て
ば
、
我
輩
唯
驚
く
の
外
な
し
。
商
人
0

投
機
.を
咎
め
ず
と
は
我
輩
も
固
よ
り
同
意
.を
表
す
る
所
に

(

3)

し
て
、
.
之
を
禁
じ
て
禁
ず
可
ら
ざ
る
も
の
は
初
め
よ
り
捨
て
'置
く
こ
'そ
長
者
の
.事
な
れ」

と
説
い
た
’。
 

•

と
こ
ろ
が
、
ブ
ー
ル
ス
法
.を
利
用
し
.て
売
買
を
麻
痺
ぜ
し
め
.た
り
、
.公
然
と
い
わ
な
い
.で
間
接
に
相
場
の
下
落
を
促
す
と
か
、
重
税
を
課
し
て

直
接
に
禁
止
す
る
か
す
れ
ば
、.
公
然
た
.る
相
場
■は
衰
微
.し
、.
廃
止
す
る
に
，い
：た
ろ
ぅ
：。
だ
が
こ
れ
は
表
面
の
と
と
：で
あ
.，
っ

て

他

：の

個

所

に

追

い

や

る
だ
け
で
あ
る
。
や
、加

て「

青
夫
白
日
、
往
来
の
大
道
：に
於
て
袂
.の
中
の
相
場
を
行
ひ
、
次
第
次
第
.
.に
米
商
の
性
質
を
卑
く
し
て
、
日
本
最
第
一

の
商
品
は
真
実
博
徒
の
玩
弄
物
た
る
に
至
る
可
し
.。
先
年
横
.浜
に
て
銀
貨
，売
買
の
盛
な
る
よ
り
、
，政
府
は
之
を
悦
ば
ず
、
鉋
貨
の
斯
く
si
l

す
る

は
奸
商
等
の
買
煽
る
が
故
な
り
と
て
、
.
取
引
.所
に
童
税
を
.課
し
：た
る
：に
、'.
''
相
場
師
は
忽
ち
所
%

去
て
之
_に
出
入
せ
ず
、.
私
.に
南
中
通
な
る
大
道
に

集
会
を
催
ほ
し
て
袂
相
場
を
行
ひ
、
天
を
幕
と
し
地
を
家
と
し
、；
売
買
聲
喧
し
：か
ら
ざ
る
.も
、
.互
に
指
を
握
り
て
.勝
負
を
決
し
、
日
.に
巨
萬
の
銀

貨
を
.受
渡
し
た
る
こ
と
あ
り
。
固
よ
り
官
辺
の
禁
ず
る
所
な
れ
ば
、
巡
査
め
来
る
.あ
れ
ば
散
じ
、て
跡
な
く
、
.巡
査
去
れ
ば
復
た
集
り
て
初
め
の
如

く
し
、
時
に
或
は
拘
引
せ
ら
る
乂
こ
と
あ
る
'̂

兼V

の
覚
悟
な
れ
ば
左
ま
で
.恐
：れ
も
•せ
ず
し
て
、
面
皮
、
鉄
め
如
し
。
実
に
其
筋
.に
て
も
持
て
余

す
次
第
な
り
し」

と
の
例
証
を
あ
げ
て
'、
軍
備
拡
張
財
源
を
目
的
と
す
る
，明
治
：一.
六
年
，四
月
'
一
日
実
.施
の
取
引
所
仲
買
.人
税
の
新
設
当
時
、
脱
税

の
た
め
に
場
外
集
団
売
買
が
盛
ん
.に
行
わ
，れ
た
横
浜
、の
実
情
を
描
写
し
、',
重
税
.に
よ
る
投
機
禁
圧
衆
の
無
効
な
こ
’と
を
指
摘
し
て
.い
る
。
.

要

す

る

：に

福

沢

：の

投

機

に

，
つ

い

て

.の
考
え
方
は
、.「

商
売
社
会
に
相
場
は
禁
ず
可
ら
ず
、

仮
令
べ
人
為
.の
計
略
を
以
て
禁
じ
る
も
、

之
を
禁
じ 

/
 

(

5)

得
て
其
弊
害
は
却
.て
之
を
禁
ぜ
ざ
る
に
優
る
こ
と
萬
々
な
•.る
.を
知
る
.可
し」

と
い
ぅ
点
に
あ
■る
。
：し
か
1>

何
故
に
商
売
社
会
に
'.

「

相
場
は
禁
ず
可

福
沢
論
吉
の
取
引
所
投
機
•
投

資

論
.
 

七 

一

(

二
一
二
九

)
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.•

■

七
ニ 

(
1
.

三
ニ
〇

)

ら
ず」
な
の
か
.。.
ど
ん
な
根
拠
が
あ
つ
て
そ
：う
な
の
，か
。
.
福
沢
は
こ
れ
を「

経
済
学
の
定
則
た
る
自
利
の
大
利」

、「

経
済
自
然
の
定
則」

あ
る
い 

は

1:
人

生

自

利

の

；心

」

''

に
求
め
て
い
る
，

' 

パ
- 

■

福
沢
に
よ
れ
ば
、..「
凡

そ

人

生

の

働

は

其

個

々

，
：に

就

：て

見

れ

ば

極

め

.
て

不

規

則

1-

で
、
無
愁
.な
者
、
苛
酷
.

な
者
、
多
慾
な
者
、
寛
大
な
者
、
剛
柔 

清

濁

緩

急

正

别

、

全
く
相
反
し
て
殆
ん
ど
擦
準
が
な
い
よ
う
'だ
が
、'「

此
不
規
則
な
る
人
の
働
を
集
め
て
一
体
と
為
し
、
其

運

1 |
の

趣

を

視

_

 

す
れ
は
前
後
左
右
整
然
と
し
て
一
定
の
法
則
に
従
ひ
、

一.：進 

一•
退
の
微
も
定
則
に
外
る
X

と
と
な
し
。
即
'ち
経
済
の
社
会
に
於
て
此
運
動
を
制 

す
る
も
の
は
人
生
自
利
の
心
に
し
て
、
利
の
在
る
所
に
人
心
の
赴
ベ
は
、
水
の
.低
き
に
就
て
流
るM

が
，t

く)」

'
 

で
，
あ

る

。

.

「

経

済

自

然

の

定

則

と 

は
則
ち
此
事
に
し
て
如
何
な
る
削
略
を
施
し
如
何
な
る
勢
カ
に
依
頼
す
る
も
此
定
則
は
被
る
可
ら
ず
。
世
界
古
今
の
歴
史
に
徴
し
て
明
々
白
 々

た
り」

な
の
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
自
分
哲
家
に
要
用
も
な
い
の
に
品
物
を
買
う
の
は
實
締
め
ヤ
あ
る
が
、.「

買
締
は
買
締
人
特
色
の
買
締
に
非 

ず

し

て

、

之

を

し

て

買

締

の

，事

を

企

て

し

む

る

も

“の
あ
り
。
，■即

，ち

其

人

は

経

済

学

の

定

則

た

る

自

利

の

大

義

に

従

つ

て

.運

動

す

る

も

.

の
な
り
。

i
 

偭
に
買
ふ
て
高
価
に
売
ら
ん
と
す
る
ば
商
人
の
常
な
る
に
今
こ
れ
に
，高
価
を
命
ず
.る
は
自
か
ら
其
見
.込
あ
る
が
故
な
り
。…

…

滔
々
た
る
流
欠 

に
等
し
き
商
売
の
太
切
界
に
は
一
個
人
の
自
在
運
..動
を
許
さ
ず
、
買
方
に
奸
商
.あ
れ
ば
売
方
に
'も
亦
奸
商
あ
る
可
し
、
好
商
も
良
商
も
共
に
自
由 

な
ら
ず
し
て
、
忽
ち
相
場
の
平
準
に
帰
せ
し
む
る
も
の
は
経
済
自
然
の
大
義
な(

2
S
)」

と
。

r

沢
に
よ
れ
ば
.
.

こ
の
理
を
知
ら
な
い
で
、
，
こ
の
定
則
を
破
ろ
う
と
す
る
'%

の
が
あ
つ
て
も
、「

即
ち
一
.国

の

政

府

な

ど

が

其

勢

力

の

大

，よ
る 

を
恃
.ん
で
猶
々
様
.々
の
法
律
規
則
を
製
作
し
、.
以
て
異
常
の
変
相
を
呈
し
て
経
済
を
紊
り
な
が
ら
、
尚
ほ
.変
相
の
ま
k

に
多
少
の
時
日
を
維
持
す 

る
が
如
き
は
其
事
例
な
.れ

ど

も

、

畢

竟

経

済

の

真

理

原

則

に

背

き

，た

る

も

：
の
な

'れ
ば
：、
遂
に
は
其
正
に
帰
せ
ざ
る
を
，#.
^9)

，
と
し
て
い
■'る
。
こ
の 

よ
う
な
経
済
の
法
則
か
ら
考
え
て
、
政

府

は「

米
相
場
の
熱
心
を
転
^

て
.公

債

証

書

及

び

株

式

の

.方
に
移
さ
ん
と
の(

_
-
の
よ
う
な
こ
と
は
す
べ 

き
で
な
い
。「

事
に
大
に
書
な
き
限
り
は
之
を
其
当
局
者
の
自
由
に
任
じ
て
、，
必
要
止
み
難
き
部
分
.に
就
き
.
改
正
の
手
段
を
施
ず
可
き
.の(

¥)」

,で 

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
、
.
商
売
社
会
を
支
配
す
る
と
考
え
た
自
由
放
任
の
原
.則
は
、
取
引
所
取
引
の
投
機
に
も
通
■
す
る

も
.
の
と
し
て
、
こ

れ
を
理
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

一
般
商
売
上
の
.投
機
と
取
引
所
取
引
の
投
機
と
は
、
'
 

ま
だ
明
確
に
区
別
さ
れ
な
か
つ
次
の
で
あ
る

(

I)

福
沢
論
吉
全
集
、
第
一
ニ
.巻
、
四
一
八
頁
。
昭
和
三
五
年
、
岩
波
書
店
刊
。

(

2
.)

向
上
。
 

:

(

3)

前
掲
、
福
沢
論
洁
全
集
、
四
ニ
〇
頁
。

(

4)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
四
一
一
ニ
頁
。
原
棱
威
雄
著
、
前
掲
書
、
EH

八
頁
。
小
谷
勝
重
著
、
前
掲
書
、
八
ニ
三
丨
五
頁
。

?

}

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
四
-:

三
頁
。

(

6)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
四
一
七
頁
。

?

)

同
上
。.

，
 

.

(

8)

前
掲
、.
福
沢
論
吉
全
集
、
四
一
七—

八
頁
。
 

.

(

9)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
四
一
七
頁
。

(

10)

前
掲
、
福
沢
諭
吉
全
集
、
四
二
三
頁
。
 

.

(

II)

同
上
。

四
、「

資
本
の
用
法」

の
鉄
道
投
資
論

福
沢
は
、
明
治
ニ
五
年
九
月
の「

資
本
の
用
法」

で
、
運
用
の
対
象
と
し
て
鉄
道
に
た
い
ず
る
証
券
投
資
に
賛
成
し
て
い
る
。「

資
本
の
用
法
.

」 

と
し
て
、
土
地
、
鉄
道
、
公
債
証
書
の
三
つ
の
対
象
を
指
摘
し
、
土
地
は
田
地
ょ
ヴ
も
都
会
地
が
ょ
.く
、
公
債
証
書
は
政
府
や
日
本
銀
行
の
公
債 

市
価
支
持
政
策
の
変
更
、
公
偾
募
集
の
増
加
見
込
、
金
利
の
反
騰
を
考
え
る
と
公
債
投
資
を
す
す
め
ら
れ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

■

そ
れ
で
資
本
の
用
法
と
し
て
は
鉄
道
が「

我
輩
の
最
も
賛
成
す
る
所
な
り
。
抑
も
鉄
道
事
業
の
確
実
に
し
て
危
険
少
な
き
は
世
界
中
の
経
験
に

由
り
て
示
す
の
み
な
ら
ず
、
我
日
本
国
に
て
は
実
に
.昨
今
の
新
事
業
に
し
て
容
易
に
競
争
の
起
る
可
き
に
非
ず
。
既
成
の
線
路
は
無
論
、
今
後
計 

画
す
る
も
の
に
て
も
、
恰
も
撰
取
り
専
売
の
姿
な
れ
ば
、
其
利
益
も
亦
厚
が
る
可
き
は
疑
を
容
れ
ず」

と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
鉄
道
に
人
気 

.

福
沢
論
吉
の
取
引
所
投
機
•
投
資
論 

七

三

(

一
三
ニ
ー)



七

四

C

一
三
ニ
ニ)

が
向
か
わ
ず
、
不
利
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
鉄
道
業
の
■発
起
者
が
誇
大
な
宣
伝
を
し
て
投
資
家
を
失
望
せ
し
め
た

か

ら

で

あ 

.
り
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
山
師
類
が
先
年
の
会
社
熱
の
盛
ん
な
と
き
に
、
資
力
が
な
い
の
に
株
式
売
買
に
よ
っ
て
投
機
的
利
益
を
得
よ
う
と
-'
L

、
会
社 

.
絜
が
さ
め
て
居
聊
を
あ
ら
わ
し
資
産
家
の
う
ち
に
も
破
産
し
た
も
の
/が
あ
る
か
ら
で
あ
る

.
。
.
福
沢
に
よ
れ
ば
、
■.こ

れ

は「

鉄
1

そ
の
も
の
\
?
 ̂

に
非
ず
し
て
其
人
の
心
得
違」

：で
あ
る
。

.

.

.

'

.

さ
ら
に
鉄
道
投
資
を
す
す
め
る
理
由
と
し
て「

鉄
道
は
陸
上
の
事
業
に
し
•て
海
運
等
の
事
に
比
す
れ
ば

危
険
少
な
し
。.
鉄
道
の
営
業
は
収
益
の 

浮
沈
少
な
く
し
て
鉱
山
等
の
盛
衰
常
な
ら
ざ
る
も
の
に
異
な
り
。，…

…

天
下
泰
平
の
日
に
繁
昌
す
る
と
共
に
へ
不
時
の
事
変
に
遭
ふ
と
き
も
亦
其 

事
変
の
為
め
に
運
輸
交
通
の
急
.を
訴
へ
て
、
利
益
は
却
て
平
時
よ
り
も
大
な
る
こ
と
あ
り
。
之
を
要
す
る
に
政
治
上
の
治
乱
興
竞
に
論
な
く
、
国 

土
に
人
民
の
あ
ら
ん
限
り
は
鉄
道
の
利
益
を
空
ふ
す
る
こ
と
な
し
と
云
ふ
も
過
言
に
あ
ら
ざ
る
可
し
。
何
れ
の
点
よ
り
見
る
も
確
実
至
極
9

事
業 

に
し
て
、
富
家
の
世
製
財
産
中
こ
の
右
に
出
づ
る
も
の
^

る
可
ら
ず」

と
ま
で
熱
心
に
説
い
て
い
る
。；
貨
殖
の
方
法
と
し
て
、.
こ
の
よ
う
に
推
^
 

し
た
鉄
道
資
の
主
張
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、「

況
ん
や
公
債
証
書
変
動
の
時
節
到
来
す
る
に
於
て
お
や
。

鉄
道
は
資
本
家
の
為
め
に
隹1

跋
ニ 

の
宝
物
、
.
子
孫
万
世
の
家
禄
と
な
り
て
、
其
収
益
の
厚
薄
を
問
は
ざ
る
こ
と
、
古
人
が
田
園
を
貴
重
し
た
る
の
情
に
等
し
き
の
日
あ
る
可
し
。
是 

即
ち
我
輩
が
特
に
鉄
道
の
所
有
を
賛
成
す
る
所
以
と
重
ね
て
強
調
し
て
い
る
。

こ

の「

資
本
の
用
法」

が
発
表
さ
れ
た
朋
治
ニ
五
年
は
、

一
八
年
頃
か
ら
勃
興
し
た
企
業
熱
が
、
二
三
年
の
恐
慌
で
冷
却
し
た
後
で
あ
る
。
こ 

の
間
に
鉄
道
、
紡
績
業
等
に
.み
ら
れ
た
泡
沫
会
社
は
整
理
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
福
沢
は
、■
資
本
主
義
の
国
内
市
場
形
成
に
お
い
て
、

重
要
な
役 

割
を
は
た
す
鉄
道
業
の
将
来
を
楽
観
し
、
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
.鉄
道
業
の
長
期
的
安
定
性
と
収
益
性
を
信
じ
て
、

福
沢
の

す
す
め
る
よ
う 

に
'*
こ

れ

に

長

期

的

投

資

を

盛

ん

に

行

う

こ
と
は
、

巨
額
の
資
本
調
達
を
必
要
と
す
る
勃
興
し
つ
つ
あ
る
鉄
道
業
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い

こ
と
で 

あ
っ
た
。
そ
.れ
は
同
時
に
景
気
沈
滞
か
ら
の
経
済
回
復
を
：早
め
る
途
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
投
資
は
、
规
式
市
場
が
価
格
の
騰
落
を
強
弱
に
わ
か
れ
て
賭
け
、
弱
肉
強
食
の
賭
博
的
投
機
を
行
っ
て
い
か
の
で
は
、
十

分
に
行
わ
れ
難
い
の
で
あ
.る
。
株
式
取
引
所
は
、
福
沢
が
勧
奨
す
る
ょ
う
な
長
期
的
投
資
市
場
に
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の 

た
め
に
は
、
明
治
一
九
年
か
ら
株
式
売
買
高
が
公
債
売
買
高
を
凌
駕
し
て
き
た
株
式
取
引
所
と
し
て
は
、
さ
ら
に
鉄
道
株
や
エ
業
株
中
心
の
市
場 

に
一
段
と
進
展
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
い
わ
吹
る「

当
所
株」

と
称
す
る
株
式
会
社
組
織
取
引
所
株
式
の
売
買
高
が
、
営
利
企
業
と
し
て
の
取 

引
所
の
売
買
手
数
料
収
入
を
確
保
す
る
根
源
に
な
っ
て
い
る
実
情
か
ら
の
脱
皮
や
、
趴
ま
取
引
所
の
創
立
以
来
の
投
機
的
惡
習
に
な
じ
ん
で
い
る 

株
式
仲
買
人
の
進
歩
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
が
産
業
革
命
の
進
展
と
と
も
に
、
当
然
に
も
要
請
す
る
こ
の
正
常
な
論
现
的
発
展
の 

途
を
、
絶
え
ず
頑
強
に
妨
げ
る
の
は
、
か
の
株
式
取
引
所
創
立
の
際
に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
も
つ
：づ
い
て
い
る
賭
博
的
投
機
市
場
の
性
格
な
の 

で
あ
る
。
日
本
資
本
主
義
の
歴
史
的
発
展
の
う
ち
.に
ひ
そ
む
、
，
こ
の
正
常
な
必
然
的
論
理
の
芽
が
、
現
実
の
土
壌
の
上
で
、
素
直
に
育
た
な
い
と 

こ
ろ
に
大
き
な
矛
盾
が
あ
っ
た
。
政
府
を
悩
ま
し
た
の
は
、
こ
の
矛
盾
の
解
決
で
あ
っ
■
た
の
で
あ
る
。
明
治
ニ
〇
年
の
ブ
ー
ル
ス
条
例
は
、
こ
の
矛
、
 

盾
解
決
の
方
策
と
し
て
有
力
資
本
家
の
支
持
を
う
け
て
、
企
業
勃
興
の
過
程
に
お
い
て
発
布
さ
れ
た
が
、
当
時
の
未
発
達
な
状
況
に
適
し
て
い
か 

な
か
っ
た
。
政
府
は
、
は
げ
し
い
取
引
所
仲
買
人
の
反
対
論
に
当
面
し
て
、
一
歩
後
退
し
.、明
治
ニ
六
年
兰
月
、取
引
所
法
を
発
布
し
た
の
で
あ
る
。

取
引
所
法
は
、
商
品
取
引
所
と
株
式
取
引
所
と
を
一
括
し
て
規
定
し
、

取
引
所
取
引
の
種
類
を
実
物
取
引
で
あ
る
直
取
引(

取
引
期
限
五
日)

、

延

取

引

(

取
引
f

一
 

五

以

内

)

、

差
金
決
済
を
行
う
三
力
月
限
月
の
い
わ
ゆ
る
定
期
取
引
の
三
種
に
定
め
た
。

こ
の
定
期
取
引
は
取
引
所
創

C

5)

立
以
来
の
取
引
方
法
の
継
承
で
あ
っ
た
が
、
直
取
引
は
、
明
治
元
年
か
ら 

一
ニ
年
ま
で
存
続
し
た
横
浜
の
両
換
商
集
会
所
に
端
を
発
す
る「

デ
キJ

 

取
引
を
取
引
所
取
引
と
し
て
吸
収
し
た
も
の
で
あ
っ
た
.。
延
取
引
は
、
差
金
双
爿
で
あ
る
定
期
取
引
を
、
こ
れ
に

近
づ
け
ょ
う
と
す
る
も
の
.で
あ 

っ
た
。
さ
ら
に
取
引
所
は
、
会
員
組
織
ま
た
は
株
式
会
社
組
織
，の
い
ず
れ
か
で
、
こ
れ
を
設
立
し
う
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
取
引
所
法
は
大
正
一 

..
一
年
の
大
改
正
ま
で
つ
づ
い
た
の
で
あ
り
、
取
引
所
制
度
は
こ
こ
に

確
立
し
た
の
で
あ
る
。
C

の
法
律
は
、
た
し
か
に
ブ
._丨

ル
ス
条
例
の
飛
躍
的 

な
芽
を
現
実
の
土
壤
.に
戾
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
法
施
行
の
結
果
、
»

ま
組
織
で
版
引
所
を
設
立
し
た
ほ
う
が
、_'発
起
人
に
と
っ
て
利
益
を
得
る 

見
込
が
大
き
か
っ
た
の
で
：
全
国
各
地
で
濫
立
さ
れ
る
取
引
所
は
、
す
べ
て
株
式
組
織
で
あ
っ
_
た
:°
.
明
治
ー
，1
六
年
末
に
ー
；
ー

四

箇

所

で

あ

っ

た

も

の 

福
沢
論
吉
の
取
引
所
投
機
.
投
資
論 

七

五

a

三
ニ
三)



七

六

(

一
三
一
一
四)

が
、
ニ
七
年
末
に
は
一
躍
し
て
一
〇
ニ
箇
所
と
な
っ
た
の
で
あ

る

,0
だ
が
こ
れ
ら
の
群
小
取
引
所
は
、
東
胄
お
ょ
び
大
阪
の
中
央
取
引
所
の
相
場

を
標
準
と
し
て
、
賭
博
取
引
を
行
う
市
場
に
す
ぎ
な
か
..っ
.
た
の
で
あ
る
:0

し
か
る
に
明
治
ニ
七
年
六
月
、':
日
清
戦
争
の
危
機
が
報
ぜ
ら
れ
、
つ
い

で
開
戦
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
.
株

式

市

場

は

、
，

.
甚
し
く
動
揺
し
た
。.
各
銀
行
の
金
利
引
上
、
米
価
の
昂
騰
、
株
価
の
暴
落
が
つ
づ
い
た
。
八
月
に

入
っ
て
漸
く
落
着
い
た
の
で
あ
る
が
、
株
価
は
.！
一
七
年
八
、
九
月
に
底
値
に
低
落
し
、
そ
の
：後
は
漸
騰
歩
調
を
た
ど
る
に
い
だ
マ
た
の
で
あ
巧》

.(

1)

福
沢
論
吉
全

集

、
：
第
一
三
巻
、
五
一
五
頁
。
昭
和
三
五
年
、
岩
波
書
店
刊
。
ン

.

： 

.：

'
?

)

前
掲
、
福
沢
諭
吉
全
集
、
五
一
五
頁
。

:

:

(

3)

前
掲
'

福
沢
諭
吉
全
集
、
五
一
六
頁
。
 

'

.

■

 

'
 

'

(

4)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
五
一
七
頁
。

;'

(

5)

原
稜
威
雄
著
、
前
掲
書
、
ご
八
頁
，

(

6)
「

地
方
小
都
邑
に
起
れ
る
も
の
は
多
く
は
所
謂
張
相
場
専
門
の
取
引
所
に
し
て
単
に
中
央
市
場
取
引
所
の
相
場
を
標
準
と
し
て
賭
博
取
引
を
行
う
所
の
市 

場
に
過
き
さ
り
き」

佐
野
善
作
著「

取
引
所
投
機
取
引
論」

上
巻
、
三
ニ
七
I

八
頁
、
大
正
ニ
年
刊
。

(

7)
「

日
本
金
融
史
論」

滝
沢
直
七
著
、
三
三
ニ
頁
、
大
正
元
年
刊
。

五
、「

投
機
の
商
売」

と
.「

尋
常
の
商
売」

論

• 

•
 

.

，福

沢

論

吉

の

「

富

豪
大
家
何
を
苦
し
ん
で
商

■売
せ
ざ
る」

と
い
う
時
事
新
報
社
説
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
上
述
の
ょ
う
な
情
勢
下
の
明
治
ニ
七 

年
九
月
.一
日
で
あ
っ
た
。

福
沢
は
こ
の
一
文
に
お
い
て
、「

米
商
論」

で
一
般
商
売
上
の
投
機
と
取
引
所
投
機
と
を
区
別
し
な
か
っ
.
た
点
を
脱
却
し
て
、

ま
ず
こ
れ
を
最 

初
に
お
い
て
明
確
に
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「

投
機
と
は
商
売
上
の
好
機
会
に
投
じ
て
利
益
を
射
る
の
義
な
り
。

凡
そ
商
売
の
主
義
は
需
要
供 

給
の
様
子
を
見
定
め
、
相
場
の
安
き
時
に
買
ひ
高
き
時
に
売
り
、
其
売
買
の
間
に
利
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
商
人
の
事
は
都
て
投
機
な
ら
ざ
る
は
な 

し
と
雖
も
、
文
字
の
意
味
を
狭
く
解
釈
す
る
と
き
は
、
投
機
商
齋
と
尋
常
の
商
売
と
の
間
に
自
か
ら
区
別
あ
る
を
見
る
可
し)」

と
述
べ
て
い
る
。

広
義
に
は
商
売
は
す
べ
て
投
機
で
あ
る
が
、
狭
義
に
は
こ
れ
を
二
種
類
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で

あ

る

。

そ
れ
で
は
尋
常
の
商
売
と

は
何
か
。「

爰
に
商
品
あ
り
。
其
価
は
其
時
の
相
場
に
従
て
売
買
自
由
な
れ
ど
も
、

商
人
の
眼
を
以
て
後
日
を
視
察
す
れ
ば
、

人
々
の
見
込
次
第

に
て
、
必
ず
騰
貴
す
可
し
と
思
ふ
も
の
あ
れ
ば
、
又
必
ず
下
落
す
可
し
と
思
ふ
も
の
あ
り
。
是
に
於
て
か
其
騰
貴
を
見
込
む
も
の
は
之
を
買
ひ
、

(

2)

下
落
を
期
す
る
も
の
は
之
を
売
り
、
以
て
後
日
の
成
敗
を
卜
す」

こ
れ
が
尋
常
の
商
売
な
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
投
機
の
商
売
の
意
義
を
左
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
た
と
え
尋
常
一
様
の
商
売
で
あ
っ
て

も

■

「

一.

歩
を
進
め
て
其
こ
れ
を
売
買
す
る

や
、
実
物
取
引
の
期
限
を
何
箇
月
の
後
に
約
束
し
て
、
実
際
自
分
の
手
に
な
き
も
の
を
売
り
、
又
は
実
際
に
実
物
を
引
取
る
可
き
代
金
の
用
意
も

な
く
し
て
之
を
買
ひ
、
売
る
も
買
ふ
も
唯
虚
声
の
約
束
の
み
に
し
て
、
其
約
束
の
期
間
中
に
相
場
の
変
動
を
僥
倖
し
、
物
を
見
ず
し
て
物
を
売
買

す
る
の
み
か
、
素
よ
り
実
物
の
受
渡
に
心
な
き
が
故
に
、
僅
に
売
買
の
証
拠
金
を
投
ず
る
の
み
に
し
て
身
分
不
相
応
な
る
大
事
を
行
ひ
、
時
に
或

は
実
物
の
受
授
に
迫
ら
る
X

と
き
は
、
之
を
授
け
ら
る
\

と
同
時
に
之
を
抵
当
に
し
て
資
金
を
借
用
し
、
右
よ
り
左
に
取
次
し
、
空
よ
り
空
に
渡

(

3)

し
て
、
其
間
に
実
利
を
利
せ
ん
と
す
る
者
あ
り
。
之
を
名
け
て
投
機
商
と
云
ふ」

。
投
機
の
商
！̂

は
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
契
約 

当
初
か
ら
受
渡
を
考
え
な
い
で
、
空
買
と
空
売
に
よ
っ
て
投
機
的
差
益
だ
け
を
得
よ
う
と
し
て
、
自
己
計
算
で
取
引
す
る
株
式
仲
買
人
の
業
務
や 

投
機
家
の
投
機
取
引
を
.説
明
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の「

投
機
の
商
人」

と

「

尋
常
の
商
人」

と
は
、
両

者

が「

利
の
為
め
に
売
買 

す
る
の
点
に
於
て
は
全
く
同
一
様
な
り
と
雖
も
、

一.
方
は
身
に
余
る
売
買
し
て
大
な
る
危
険
を
冒
す
と
、
他
の
一
方
は
自
力
に
依
頼
し
て
萬
一
の 

時
に
狼
狽
す
る
こ
と
な
き
と
の
相
違
あ
る
の
み」

で
あ
っ
て
、「

雙
方
共
に
公
然
た
る
：商
売
を
行
ふ
こ
と
に
し
て
不
正
の
所
業
に
あ
ら
ざ
れ
ど

も
、
取
に
資
力
の
厚
薄
に
由
り
て
或
は
投
機
商
と
も
な
り
或
は
尋
常
の
商
人
士
も
な
る」

と
述
べ
、
投
機
商
売
と
尋
常
の
商
売
の
区
別
を「

資
力 

の
厚
溥」

に
求
め
て
い
る
。

，
 

, 

、

し
か
し
福
沢
は
、「

投
機
の
商
売」

.
に
た
い
し
て
'

「

世
上
の
頑
固
論」

者
の
よ
ぅ
に
反
対
は
し
な
い
.。

元
来
、

商
売
は
冒
険
の
業
で
あ
る
か 

ら
、
成
功
者
で
多
少
の
危
険
を
冑
さ
な
い
も
の
は
な
い
。
投
機
商
だ
か
ら
と
て
一
概
に
.攒
斥
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
ぅ
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
 

福
沢
論
吉
の
取
引
所
投
機
•
投
資
論
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)
と
こ
ろ
が
、
実
に
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
の
は
、
裏

大

家

が

「

平
生
は
相
場
所
を
人
間
外
Q

I

と
し
て
之
を
顧
み
ず
、
独
I

か
ら
高
く 

留
ま
り
て
高
尚
に
構
へ
な
が
ら
、
其
惡
所
よ
り
生
じ
た
る
廳
直
れ
ば
則
ち
心
痛
を
催
ほ(

打」

事
実
で
あ
る
。
か
れ
ら
は「

華

生

、
利
益
を 

重
ん
ぜ
ざ
る
.に
非
ず
、
否
な
、
時
と
し
て
は
之
を
重
ん
ず
る
に
過
る
の
評
判
さ
へ
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
例
の
投
機
商
の
関
係
す
る
市
場
に
は
曾 

■て
手
を
-
^
す
こ
と
な
ズ
其
市
場
に
女
何
な
る
変

0

を
起
し
又
変
徵
を
催
ほ
す
も
、
括
と
し
て
意
に
.介
せ
ざ
る
こ
と
恰
も
他
国
の
事
の
1

し)」

で 

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
誤
り
な
の
で
あ
る
。
福
沢
は
繰
返
し
て
、
投
機
商
売
と
尋
常
の
商
売
の
区
別
は
、
資
力
の
厚
溥
の
差
に
あ 

る
。
商
売
で
利
益
を
追
求
す
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
市
場
の
.
景

況

直

定

め

て

、
買
い
.
た
い
と
f

ば
買
い
、
f

た
い
と
決
め
れ
ば
売
っ
て
、
 

売
買
の
羽
益
を
ぅ
る
の
は
、
正
当
の
■商
売
で
あ
っ
て
、

も
は
や
投
機
で
な
い
。
•「

富
豪
大
家
は
何
.を
苦
ん
で
此
種
の
商
売
を
度
外
視
す
る(

対」

库 

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
.
と
論
じ
て
い
る
。

.

し
た
が
っ
て
富
豪
大
家
は
、
市
場
の
劇
変
す
る
こ
.と
が
あ
る
と
、

こ
れ
を
い
ろ
.い
ろ
議
論
し
、

そ
の
影
響
を
と
や
か
く
心
配
す
る
が
、「

元
来 

人
亊
の
風
声
鶴
唳
に
驚
て
相
場
所
の
変
動
を
起
す
は
、
無
資
カ
な
る
投
機
商
等
が
常
に
'§
貝
の
権
を
専
に
し
て
手
一
杯
に
危
険
の
頂
上
を
出
没
し 

つ
、
あ
る
が
故
の
み
。
若
し
も
天
下
の
富
豪
大
家
が
確
実
な
る
実
力
裏
ぅ
し
て
全
権
を
握
り
、
些
少
の
世
変
に
遭
ふ
も
泰
然
と
し
て
動
か
ざ
る 

と
き
は
、
靡
の
全
面
も
出
て
以
て
安
か
る
可
?1

も
の
で
あ
る
。
ま
た
言
葉
を
換
え
て「

富
豪
大
家
も
今
は
時
声
と
共
に
心
事
を
一
転
し
て
、
 

相
場
所
の
売
f

尋
常
一
様Q

商
売
と
し
て
公
然
こ
れ
に
関
係
す
る
と
同
時
に
、
大
家
の
勢
力
を
以
て
之
に
臨
む
と
I

、
垲
所
謂
木
葉
武
者 

の
蒼
は
次
第
に
屛
息
^

て
次
第
に
空
霧
の
気
焰
を
鎮
静
し
、
南

ら

塵

社

含

秩

序

を

維

持

す

る

に
§

可

し

。

大

家

.の

產な
ら
ん
と

我
輩 

の
窃
に
信
ず
る
所
な
り」

と
も
論
断
し
て
い
る
。

以
上
の
福
沢

S

旨
は
、
発
表
の
時
期
か
ら
み
て
、
投

機

の

商

蕾

I
.
し
た
が
ら
な
い
資
力

t

貨
幣
資
本
家
の
、I

I

不

翕

な

点

を 

説

い

て

、

日

清

戦

争

の

勃

発

に

よ

っ

て

暴

落

し

て

い

る

株

式

市

場

の

株

価

に

挺

を

入

れ

で

.
、
.買

い

支

t

.よ

ぅ

に促
し
て
い
る
も
の
と
、
'単

純

に
 

解
す
へ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
全
体
の
論
調
か
ら
考
え
、
ま
た
前
述
の
鉄
道
投
資
論
と
の
靈
的
関
係
か
ら
み

て

、さ

ら

看

常

.一
様
の
商

売
と
し
て
公
然
と
相
場
所
の
売
買
に
関
係
す
ベ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
点
か
ら
察
し
て
も
、
こ
の一

文
は
、資
力
あ
る
貨
幣
資
本
家
に
た
い
し
て
証 

券
投
資
の
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。„
資
力
あ
る
貨
幣
資
本
家
の
投
資
が
増
大
す
れ
ば
、

一
時
的
に
低
落
し
.た
株
価
は
回
復
に
向
う
に
し
て 

も
、
そ
れ
は
こ
の
論
文
の
本
で
は
な
く
、
長
期
的
投
資
に
と
も
な
ヶ
予
期
し
な
い
派
生
的
効
果
な
の
で
あ
る
。
そ
の
証
左
に
福
沢
は
、「

有
力
家 

の
一
流
が
大
.に
売
買
す
る
間
に
は
、
其
目
的
素
よ
り
奇
利
を
利
す
る
に
非
ざ
る
も
、
期
せ
ず
し
て
大
功
を
奏
す
る
こ
と
あ
る
可(

L1
J

と
い
っ
て
い 

る
。
つ
ま
り
福
沢
は
、
溥
資
投
機
者
に
よ

る
投
機
の
た

め

の投
機
市
場
で
な
く
、大
投
資
家
の
市
場
へ
の
出
動
を
促
が
し

、

こ
の
安
定
的
投
資
に
よ 

る
株
価
変
動
の
沈
静
を
要
求
し
，、
こ
れ
が
産
業
へ
の
新
規
資
本
投
下
の
基
盤
形
成
と
な
る
こ
と
を
、論
理
的
に
希
望
し
.て
い
る
の
で
あ
る
。

福
沢
は
、
さ
ら
に
言
及
し
て
、
右
述
の
よ
う
な
利
益
を
う
る
と
、
浮
批
の
常
で
、
世
間
の
羨
望
を
う
け
て
至
極
面
倒
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
大 

家
た
る
も
の
は「

胆
を
大
に
し
て
、
毫
も
愛
し
む
所
な
く
、
公
共
の
事
、
慈
善
の
事
に
財
を
散
じ
て
富
豪
の
特
色
を
示
し
、
自
か
ら
利
す
る
と
共 

に
社
会
の
人
情
を
和
し
て
、
自
他
め
平
安
を
固
く
す
可
へ
U

」

と
説
い
て
い
る
。

.

そ
れ
は
と
も
か
く
、
福
沢
は
最
も
明
確
に
、
現
在
も
な
お
証
券
経
済
論
の
学
説
の
う
ち
に
お
い
て
、
混
乱
の
み
ら
れ
る
証
券
投
資
と
証
券
投
機 

の
区
別
を
簡
潔
率
直
に
論
じ
た
の
で
あ
，る
。
す
な
わ
ち
、
福
沢
の
論
理
は
、
貨
幣
資
本
家
で
あ
る
富
豪
大
家
が
、
株
式
取
引
所
に
お
い
て
、
証
券 

の
受
渡
を
実
行
す
る
確
実
な
資
力
を
有
し
て
実
物
取
引
を
行
づ
て
、
証
券
を
，.売
買
す
る
こ
と
は
、
広
義
の
投
機
で
は
あ
る
が
、
狭
義
の「

投
機
の
商 

序

、
つ
ま
り
証
券
投
機
で
は
な
く
、
そ

れ

は「

尋
常
の
商
売」

：つ
ま
り「

証
券
投
資」

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
証
券
投
機 

お
よ
び
証
券
投
資
の
言
葉
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
取
引
所
取
引
で
は
概
し
て
、
か
れ
の
い
う「

実
物
の
受
渡
に
心
な
き」

売
買
は
証
券
投 

機
と
い
い
、
ま
た
か
れ
の
い
う「

実
際
に
自
分
の
手
に
あ
る
も
の
を
売
り」

ま
た
.は

「

実
際
に
実
物
を
引
取
る
可
き
代
金
の
用
意
が
あ
っ
て
買
う」 

'
の
は
証
券
投
資
と
.い
う
の
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
取
引
所
取
引
で
は
、「

尋
常
の
商
売」

は
証
券
投
資
で
あ
り
、「

投
機
の
商
売」

は
証
券
投
機
で 

あ
る
。
だ
が
こ
の
ニ
.つ
は
、
福
沢
の
指
摘
す
る
よ
う
に
広
義
に
.は

「

投
機」

で
あ
る
。
.
た
し
か
に
資
本
制
社
会
で
は
、
資
本
の
運
動
は
現
象
的
に 

は
価
格
の
差
益
を
狙
っ
■て
い
る
。
利
潤
の
根
源
が
何
で
あ
る
か
は
問
わ
な
い
に
し
て
も
、
利
潤
は
現
象
的
に
は
価
格
差
益
と
し
て
追
求
さ
れ
て
い 

福
沢
諭
吉
の
取
引
所
投
機
•
投
資
論 
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九
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.
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る
。
-.

福
沢
の
広
義
の
投
機
と
は
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
■い
る
の
で
あ
る
0 

.

.

V

福
沢
は
、
前
述
の
ょ
う
.に
富
豪
大
家
が
取
引
所
で
、「

証
券
投
資」

：す
た
わ
ち「

尋
常
の
売
買」

、を
行
え
ば
、「

所
謂
木
葉
武
者
の
類
は
次
第
に 

屛
息
し
.て
次
第
に
空
投
機
の
気
焰
を
鎮
静」

さ
せ
石
と
逾
べ
r

い
る
.。
こ
れ
は
当
時
め「

賭
博
的
な
市
湯
.
-

の

「

投

資

的

な

市

場1-
へ

の

変

匕

を 

予
想
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
.
こ
の
こ
と
は
既
述
の
ょ
う
に
結
局
に
お
い
て
、
資
本
主
義
の
歴
史
的
発
展
が
必
然
的
に
証
券
市
場
に
要
請
す
る
論 

理
で
あ
る
。
資
力
あ
る
投
資
家
は
、
資
力
な
き
投
機
家
に
う
ち
勝
つ
の
で
あ
る
。■
だ
が
こ
の
投
機
を
従
霞
さ
せ
た
投
資
市
場
化
の
実
現
は
、
株
式 

取
引
所
の
創
出
を
規
定
し
た
諸
要
因
中
の
投
機
的
要
因
の
根
強
い
抵
抗
の
た
め
に
、
そ
の
後
長
く
妨
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の「

投
機 

を
従
厲
さ
せ
た
投
資
市
場』

の
問
題
は
、
福
沢
の
示
唆
ん
て
か
ら
七
〇
数
年
後
の
今
日
.に
お
い
て
.、
‘日
本
資
本
主
義
の
当
面
す
る
生
々
し
い
重
要 

出
題
の 
|

つ
.
で
あ
)̂
'

。

.

. 

.

.

.

.

.

(

1)

福
沢
論
吉
全
集
、
第
一
四
卷
、
五
五
七
丨
八
頁
。
昭
和
三
六
年
、
岩
波
書
店
刊
。

，

(

2)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
五
五
八
.頁
。

：

(

3

、
4

、

5)

同
上
。

.
.

 

- 

(

6

、
7)

前
掲
、
福
沢
論
告
全
集
、
五
五
九
頁
。

.

(

8)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
五
五
八—

九
頁
。

(

9
.、
10)

'

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
五
五
九
頁
0 

(

U)

.
前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
五
五
九—

六
〇
頁
。

12)

前
掲
、
福
沢
論
吉
全
集
、
五
六
〇
頁
。

■

(

13)

同
上
。

(

追
記)

本
稿
は
、
旧
稿

(

東
京
証
券
業
協
会
刊
行
の「

証
券
業
報」

誌
、
一
ニ
一
号
所
載)
の
不
備
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
際
流
動
性
間
題
に
関
す
る
若
干
の
考
察

:
孝

治

ま

え

が

き

;

. 

• 

■

. 

. 

-

■

-

こ
こ
数
力
年
間
に
わ
た
っ

て
国
際
流
動
性
の
問
題
を
め
ぐ
っ

て
各
国
の
学
者
、
金
融
当
局
者
の
.間
.で
い
ろ
い
ろ
と
論
議
が

行
な
わ
れ
て
き
た
こ
 

と
.
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
い
ょ
い
ょ
論
議
は
大
詰
に
至
；

C
S、
.

日
本
を
含
め
て
先
進
一
〇

力
国
の
'蔵
相
、
中
央
銀
行
総
裁
会
議
は
国
際
流
動
性 

問
題
解
決
の
た
め
の
計
画
の
大
綱
を
決
定
し
共
同
声
明
を
発
表
す
る
.に
至
.っ
た
。
発
表
さ
れ
た
基
本
的
大
綱
は
、
こ
こ
数
年
来
明
確
に
瑰
わ
れ
て 

き
た
.
ァ
メ
リ
力
.
の
蕺
本
的
立
場
と
.
フ
ラ
ン
.
ス
を
中
心
と
ず
る
西
欧
諸
国
の
基
本
的
立
場
と
の
対
立
；の
.政
治
的
.接
渉
を
通
じ
て
の
表
面
的
な
妥
協
の 

産
物
で
あ
る
こ
と
は
い
5

ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
そ
の
内
容
は
そ
れ
ほ
ど
す
っ
き
り
し
た
も
の
で
な
く
、
さ
ら
に
健
全
な
国
際
金
融 

環
境
を
.つ
く
り
だ
す
と
い
ぅ
点
か
ら
み
て
も
な
お
問
題
点
を
ふ
く
む
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
“
。

本
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際
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動
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問
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関
す
る
ァ
メ
リ
ヵ
と
^

£
0

諸
国
と
く
に
フ
ラ
ソ
ス
と
の
基
本
的
立
場
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
、
こ 

れ

と

関

連

し

•.て

最

近

に

：
お
い
；
て

決

定

を

み

.た

新

準

備

資

産

の

創
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案

に
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い

て

若
干
考

察

を

試

み

るこ
と
に
す
る
o,
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際

流

動

性
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題
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す
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若
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の

考

察
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